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657 ヤ ー ド ゥ ェ ス トの コ ン ポ ス ト化 に お け る含水率 コ ン ト ロ ー ル の 効果

（静 岡大 ・工 ）　中崎清 彦 ・○ 青木伸人 ・ （東工 大名誉教授）久 保 田 宏

（目的）　 米 国 で は 環 境 問題 と埋 め立 て 処 分 地 の 延 命 の た め に 、 近 年 に な っ て 芝 の 刈 りか

す 、 木屑 、 木 の 葉な ど くヤ ー ド ウ ェ ス ト）の 焼却、埋 め立 て 処分が禁止 さ れ て き て お り、

国土 の 狭 い わ が 国で も 、 今後 厳 し い 対応 が 迫 られ る こ と に な ろ う。 本 研究 で は 、ヤ ー ド ゥ

ェ ス ト コ ン ポ ス ト化 反応 に お け る 、 含水 率 ロ ン ト n 一ル の 有 用 性 に付 い て 検討 し た 。

（方 法）　 コ ン ポ ス ト原 料 と し て ゴ ル フ 場で 大量 に 排 出 さ れ る コ ー ラ イ芝 の 刈 りか す を用

L丶 含水率を 30、 50、70％付近 の 3通 り に 変 えて ＝ ン ト v 一ル を行 っ た もの 、 お よ び含水率 の

コ ン ト ロ ール を 行わ な い も の の 、計 4通 り の 実験 を 行 っ た 。 全て の 実 験 で 、 原 料 の 乾燥 重

量 は 1，720gと し 、 これ に 乾燥重量比 で 10：1とな る よ う に種 菌を 添加 した 。 種菌 と して 当研

究室 で 作成 さ れ た コ ン ポ ス ト製 晶 を 用 い た 。反 応 装 置 は 円 筒形 （容 積 2簿 ッ トの，で
、 反応 温

度 は ヒ ー
タ

ー に よ る加熱 と通 気量 の 制 御 に よ り60℃ 付 近 lc保 っ た 。 有 機物 の 分 解速 度 は 、

CO2発生 速度 と して 、 ま た分 解 量 は炭 素 変化率 で 定量 化 し た 。 1日 1回 、 固 相 の 切 り返 しを

行い 、 サ ン プ ル を採取 して 含水率、pH 、
　 HPLC、固相有機物 の 変化 に っ い て 測定 した

。

（結 果 ）　 含 水 率 コ ン ト ロ ー ル を行わ な か っ た 実験 か ら、反応 進行 に と も な う急速 な 含水

率 の 低 下 の た め 、 　 C飽 発生速度 も速 や か に低下す る とい うヤ ー ド ウ ＝ ス トコ ン ポ ス ト化 の

特 徴 が 明 らか に な っ た 。 ま た 上 記測 定 値 の 比 較 か ら 、 含水 率 を 50％付 近 に コ ン ト ロ
ー

ル す

る こ と が コ ン ポ ス ト化反 応 の 促 進 に 有効 で あ る こ とが 分か っ た 。

658
Galactitolか らL−tagatoseを生産 す る微 生物の 検索

（香川大 ・農 ・生物 資源 ）　 何森 　健 ・○奥村康仁

　 1 ＞ 目的 　 我 々 は 、gaユactitol か らの D：−taga七〇se ，　 D−psices 皀 あ る い は D−sorb 。se へ

の 微生物転換に っ い て 研究 して きた 。 今 回 galact 三tolか らL−tagatoseを生 産す る 微生物を

検 索 した 。 そ の 結 果、土 壌 か ら分離 した一細菌 40b 株が そ の 能 力を 有す る こ とを見 出 し

た の で 、そ の 生 産 条件 お よ び生 産物 の 確認 等 に付 い て 報告 す る。

　2 ）方法　　微生物の 分 離源 は土 壌 を 用い た 。 培養基は 、0．5％polypeptone ，0．5％yeast
extract ，O、5％NaClに 各 種炭素源 を 1 ％ 添加 して 用 い 、 30 ℃ で 24 時 聞振 盪培 養 し た 。 洗

浄菌 体反応 は、 galactitol を基 質 と し、 リ ン酸緩衝液 （pH　 7．o） 中で 振盪 して 行 っ た 。 生

産物の 分析 お よ び同定 に は 、 HPLC ，　 IR な どを 用 い た 。

− 3 ）結果　　好気的条件下で の み galactito 王か らレ tagatoseへ の 転 換 は進行 した 。 本菌

株 は galac 員tolに対す る資 化性 は なか っ た 。 培 養炭 素 源 と して xylitol を 用い た 場 合転 換

活 性 が高 か っ た 。 生産 物 を活性 炭 処理 、脱 イ オ ン 、 イ オ ン 交換 樹脂 を用 い た カ ラ ム ク ロ マ

ト グラ フ ィ
ーによ っ て 精製 し結 晶 化 す る こ とが で きた 。 得 られ た結 晶 を標準の D− tagatose

と比 較検討 した と 1 ろ 比 旋 光度以 外の 性 質は ほ ぼ
一

致 した 。 比 旋 光度 は ［α ］S°＝＋6．08 で

L− tagatoseの 文献値 と一
致 した 。 無細胞抽出液中に は xylitol に よ っ て 誘 導 され る NAD

を補酵 素 とす る galactitol に 活 性 を有 す る polyol　 dehydrogenaseの 存在が 確認 され た 。

IsoiatiGn　of 　bacしer ユa ｝　strain 　that　produces 　し
一tagatose 　from　galactitol
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